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山藤フォトコンテスト入賞写真から

　タ日をバックにした山藤を桐山地内にて撮影。「太陽を

含めての遠景の前で山藤の一枝が輝いている一幅の絵画

のような美しさ。」（作品選評から）

　　　　　　　　　作品：長岡市　桜井大士さん

阪神・淡路大震災の教訓を生かして
　先の震災では、ボランティアの活躍とと

もに地域ぐるみの防災活動に対して関心が
高まりました。

　災害は、いつどこで起こるかまったく予

測ができません。だからこそ、身の安全を

守るために、目ごろからその備えを心がけ

ておきたいものです。

　9月1目は、防災の日でした。消火器の
使い万や避難のしかたなど、家庭や職場で

7月25日町連合演習から。今年は、婦人

協力隊も加わり300人程で行われました。

もう一度防災行動について話し合ってみましょう。

　なお、十日町地域消防本部では、10月17日（日）に救急講習会を予定して

います。詳しい内容は、分遣所に問い合わせてください。このほか、地

域での訓練や講習会について、分遣所で受け付けています。お気軽にご
相談ください。

主
な
内
容

高校がかわるほか…・…………・…・②0

早稲田大学との20周年事業ほか…④⑤

介護保険ほか…………・…・……・…⑥⑦

里創プランほか・……………・……・⑧⑨

東京発・文芸、松代の自然……⑩⑪

町の情報・ふるさと見て歩き…⑫⑬

みんなよく見てね・お知らせ…⑭⑲



本県における高校卒業後の進路状況（平成11年4月　高校教育課調べ）（％）
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登
團
は
慧
の
概
要
緯
霧
講
驚
お
繍
蟻
懸
爆
諜
難
。
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中学2年生の進路希望調査（平成10年2月実施）（全日制）

　　全体

普通科系学科

専門学科

35．4 34．3 22．8 7．5

－ ト 一一一一トー噸一＿＿＿＿＿司＿＿＿一＿＿＿＿＿＿1＿＿。一一一一一一

4鍵、8 35．5 14．5 7．2

噸 ト 一一一一トー一一一，申一一→一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一

隔．7 31．5 43．6 8．2

　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　O

大学・短大　　専修・各種　　就職　　　　その他

保護者の進路希望

並
自

普通科
67．3％

糠謬
その他専門学校

　　3．6％＼

生徒の進路希望

普通科
67．9％

　　　　／　　　　　専門学科
　　　　　　25．9％

総合学科

，躍霧7
　6．4％、く

（注）普通科系学科には、普通科、総合学科、その他専門学科を含む。

高
校
を
め
ぐ
る
課
題

1
、
高
校
生
の
多
様
化

新
潟
県
の
高
校
進
学
率
は
9
7
・
3
％

に
達
し
、
入
学
す
る
生
徒
は
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
入
学
後
も
学
業
や
部
活
動
に
打
ち

込
む
積
極
的
な
生
徒
が
い
る
一
方
で
、

進
路
の
変
更
や
学
校
に
適
応
で
き
な

い
こ
と
を
理
由
に
中
途
退
学
す
る
生

徒
も
あ
り
ま
す
．

2
、
高
校
教
育
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
要
求
の
変
化

　
社
会
一
般
の
高
学
歴
化
の
中
で
、

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
生
徒

は
こ
の
4
月
で
は
、
全
体
で
22
・
8
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
0
年
前
の
平
成

元
年
は
、
4
6
・
9
％
。
こ
れ
は
、
2
4
・

ー
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
す
。
そ

の
分
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

螢

腰例

3
、
中
学
校
卒
業

　
　
　
　
　
生
徒
数
の
減
少

　
県
内
の
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。　
現
在
の
小
学
校
2
年
生
が
中
学
校

を
卒
業
す
る
平
成
1
9
年
に
は
、
2
4

6
0
0
人
の
見
込
み
で
す
。
こ
の
数

は
、
こ
の
春
卒
業
し
た
3
1
1
0
5

人
と
比
べ
る
と
6
5
0
5
人
（
2
1
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
4
0

人
学
級
に
換
算
す
る
と
㈱
学
級
が
な

く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
1
9
年
春
に
は
現
在
と
比
べ
、

全
県
の
募
集
学
級
数
で
…
学
級
の
減

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
1
年
～
3
年
生
ま
で
在
籍

す
る
生
徒
の
総
学
級
数
は
、
現
在
の

1
9
4
6
学
級
か
ら
1
9
年
春
に
は
1

5
5
2
学
級
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

謝
学
級
の
減
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
生
徒
数
の
減
少
の
中
で
、

学
校
数
を
現
状
の
ま
ま
で
調
整
す
る

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

　
　
平
成
回
年
度
か
ら
完
全
週
休
5
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ゆ
と
り

　
あ
る
教
育
で
、
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら

　
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

1
、
教
育
内
容
の
厳
選

　
共
通
に
学
ぶ
内
容
を
基
礎
・
基

本
と
な
る
内
容
に
し
ま
し
た
。
現

在
の
内
容
の
3
割
を
削
減
し
ま
す
。

じ
っ
く
り
学
習
し
、
確
実
に
身
に

つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

〔
例
　
算
数
と
数
学
〕

文
字
式
　
小
学
校
↓
中
学
校

2
次
方
程
式
　
中
学
校
↓
高
校

2
、
選
択
学
習
の
幅
の
拡
大

　
個
人
の
能
力
・
適
性
・
興
味
・

関
心
に
よ
り
自
分
で
選
択
し
て
学

習
で
き
る
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

高
校
で
は
、
必
修
科
目
を
複
数
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
、
授
業
時
間
の
削
減

　
学
校
週
5
日
制
で
教
育
を
行
う

こ
と
か
ら
、
現
在
よ
り
週
2
単
位

時
間
減
ら
し
ま
す
。

4
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

新
設

　
各
学
校
の
創
意
工
夫
を
大
切
に

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
科
の
枠

を
超
え
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
の
時
間
は
、
小
学
校

3
年
生
以
上
に
設
け
て
い
ま
す
。

国
際
理
解
か
ら
環
境
、
福
祉
や
健

康
な
ど
に
つ
い
て
学
習
が
行
わ
れ

ま
す
。

5
、
分
か
り
や
す
い
授
業
、
楽
し

　
い
学
校
を
実
現

　
理
解
の
状
況
や
習
熟
程
度
、
興

味
や
関
心
に
よ
っ
て
個
別
指
導
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
別

の
学
習
や
複
数
の
先
生
で
授
業
を

行
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
い
っ

た
方
法
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
授
業
展
開
で
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
、
き
め
細

か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

6
、
新
し
い
学
校
指
導
要
領
の
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
幼
稚
園
　
平
成
12
年
度
か
ら
全

面
実
施

　
小
・
中
学
校
　
平
成
1
4
年
度
か

ら
全
面
実
施

　
高
校
　
平
成
1
5
年
度
か
ら
学
年

進
行
で
実
施

　
養
護
学
校
　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

段
階
に
応
じ
て
実
施

　
な
お
、
総
合
的
な
学
習
は
平
成

12

年
度
か
ら
実
施
で
き
ま
す
。

2



今後の中学校卒業生徒数の推移見込み　今後の募集学級数の推移見込み　　今後の総学級数の推移見込み

　（人）　　　　　　　　　　　　　（学級）　　　　　　　　　　　　（学級）
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高校整備計画公聴会

小野島義隆さん

　　　（松代）が意見発表

3　15　17　19
　　　　　　　　　（年春）

3　15　17　19
　　　　　　　　　（年春）

3　15　17　ig
　　　　　　　　　（年春）

と
、
多
く
の
学
校
が
小
規
模
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
各

学
校
の
教
育
力
や
活
力
の
低
下
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
や
学

科
を
再
編
成
し
、
整
備
す
る
こ
と
が

も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
整
備
の
墓
本
方
向

1
、
基
本
的
な
考
え
方

ア
、
選
択
重
視
の
教
育
課
程
を
編
成

　
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
た
く
ま
し

　
さ
、
確
か
な
学
力
が
身
に
つ
く
よ

　
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
に
重
点

　
を
お
き
ま
す
。

イ
、
普
通
科
系
の
学
科
比
率
を
高
め

　
ま
す
。
ま
た
、
、
総
合
学
科
や
単
位

　
制
高
校
な
ど
特
色
あ
る
学
校
・
学

　
科
を
整
備
し
ま
す
。

ウ
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
か

　
ら
中
高
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
す
。

エ
、
選
択
を
重
視
し
た
授
業
を
す
す

　
　
　
　
　
　
　
　
O

蹴
欝
蔽
健
榔
融
酪
舳
娘

　
　
　
市
「
会
人
の
た
町
校

、
騰
器
瓢
鵡
雛

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
し

　
　
　
十
主
を
日
才
と
。
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
・
・

　
　
　
、

　
め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
性
や
協
調

　
性
を
身
に
つ
け
る
部
活
動
や
学
校

　
行
事
を
効
率
よ
く
行
う
必
要
が
あ

　
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
適
正
な

　
学
校
の
規
模
は
、
1
学
年
4
～
8

　
学
級
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

　
す
。
し
か
し
、
生
徒
の
通
学
状
況

　
や
学
校
の
性
格
か
ら
3
学
級
以
下

　
の
小
規
模
校
も
や
む
を
得
な
い
場

　
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

オ
、
高
校
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

　
既
存
の
施
設
や
設
備
を
基
本
に
対

　
応
し
て
い
き
ま
す
。

2
、
普
通
科
系
学
科
の
拡
充

　
生
徒
や
保
護
者
の
要
求
を
ふ
ま
え
、

総
合
学
科
や
単
位
制
高
校
を
設
置
す

る
な
ど
普
通
科
系
学
科
の
拡
充
を
し

ま
す
。
3
、
総
合
学
科
の
整
備

　
総
合
学
科
は
、
生
徒
が
通
学
で
き

る
範
囲
に
1
校
設
置
す
る
方
向
で
整

備
し
ま
す
。
（
管
内
は
、
十
日
町
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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　8月22日、十日町市民会館で

県教育委員会主催の「高校改革

について意見を聞く会」を開催

しました。当日は450人程が参集

この中で、「これからの高校教育

に望むこと」といった内容で8

人が意見発表。松代町から小野

島義隆さんが小規模校の良さに

ついてふれ、地域住民が関心を

持って教育に取｝）組んでいる現

状を報告。また、高校ができた

背景や中山間地域の地理的に恵

まれない地域にとって、高校が

いかに大切であるかを述べ、「地

域の実情を理解して改革をすす

めてほしい」と話していました

　県では、こうした意見を聞い

たうえで9月中に計画をまとめ

ることにしています。

高
校
と
な
り
、
設
置
済
み
で
す
。
）

4
、
専
門
高
校
の
整
備

　
農
業
科
は
、
下
越
・
県
央
・
中
越
・

上
越
地
区
の
4
地
区
に
概
ね
4
校
。

工
業
科
は
、
下
越
・
新
潟
・
県
央
・

中
越
・
上
越
地
区
の
5
地
区
に
概
ね

7
校
。
商
業
科
は
、
同
5
地
区
に
概

ね
6
校
を
め
ど
に
再
編
成
し
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
社
会
の
要
請
に
も
対

応
し
た
専
門
教
育
が
提
供
で
き
る
よ

う
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
科
高
校

併
設
の
職
業
学
科
は
、
家
庭
科
の
一
部

を
除
き
、
原
則
と
し
て
廃
止
と
し
ま
す
。

5
、
単
位
制
高
校
の
整
備

　
単
位
制
高
校
は
、
生
徒
自
ら
が
作
っ

た
時
間
割
に
基
づ
い
て
学
習
で
き
る

こ
と
か
ら
志
願
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
ど
の
地
域
に
い
て
も

単
位
制
高
校
で
学
ぶ
機
会
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
魚
沼
を
は
じ
め
と
す
る
5

地
区
で
5
校
整
備
し
ま
す
。

6
、
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　
ど
の
地
域
の
生
徒
に
も
中
高
一
貫

教
育
を
受
け
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
、
併
設
型
の
中
高
一
貫
教
育

校
を
適
切
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
．

7
、
1
9
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
公
立
高
校
の
概
要

　
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
高
校

整
備
を
す
す
め
る
と
、
現
在
鵬
校
が

19

年
度
に
は
、
9
5
校
程
度
仁
な
り
ま

す
。
ま
た
、
1
年
生
の
学
級
数
は
、

現
在
の
枷
学
級
か
ら
1
9
年
の
1
年
生

は
、
㎜
学
級
程
度
に
な
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
普
通
科
系
の
学
科
比
率

は
、
現
在
の
7
0
％
か
ら
80
％
に
な
る
見

込
み
で
す
。

高
校
改
革
を

す
す
め
る
に
あ
た
っ
て

①
多
様
な
選
択
科
目
の
開
設
や
特
色

　
あ
る
教
育
活
動

②
活
発
な
部
活
動
や
学
校
行
事
の
実

　
施
③
個
性
を
伸
長
す
る
教
育
の
展
開

　
　
以
上
の
よ
う
な
活
力
あ
る
学
校

　
を
目
指
し
て
、
適
正
規
模
に
整
理

　
し
、
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
た
い

　
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

本県高等学校（独立校）の学科比率（見込み

　灘．蒙
一PP1欝纏縫

18。8　　3．4　　　19．6

96学級　i7学級　96学級

ト 一一一一一。一　一　　　一→一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一印一一一ト

　　　　　　　　　　　　　4．9
嚢譲．1　　　　　　　　　　　　32学級

欝頸嚢i緩 3．O

I9学級

30．O
l88学級

0％ 　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100

普通科　　　総合学科など　　その他専門学校　　　専門学科

平成19年度

平成1咋度

（注）総合学科などには、総合学科のほか、単位制高校、中高一貫教

3
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　　　　滋蟻麹
　　　　　　　　轍繍

　8月8日に蒲生の早稲田大学セミナーハウスにおい

てタッチラグビーの体験教室が行われました。「タッチ

ラグビー」は、ラグビーにあるタックルやスクラム、

キックなどの体当たりをするプレーを除いた競技でオー

ストラリアで普及しているスポーツです。日本には早

稲田大学の関係者によ｝）入ってきました。

　タックルのかわケ）に相手に片手で「タッチ」して相

手の攻撃を止めます。危険なプレーがないことやバス

ケットのコートの半分位で、3人からチームを作って

練習できることもあって、男女を問わず小学生や家族

単位で楽しむこともできます。

　今回の指導会は、8年前からセミナーハウスで合宿

を行っている「早稲田タッチラグビークラブ」が縁で

実現しました。

　当日は、町から、体育指導の教諭で組織する町体育

主任会、町体育指導委員、教育委貝会職員に松代高校、

松代中学校スキー部の選手を加え40名程が参加。同大

学のクラブチームと全日本代表を含む日本タッチラグ

ビー協会の指導員4人から午前に講習を受けました。

また、午後は、早稲田タッチコルツ（10歳以下のチー

ム）も加えて交流試合を行いました。

　指導にあたった同協会の口元周策理事長は、「どんな

ところでも楽しめるスポーツです。冬期間の運動不足

を解消するのに良いスポーツです。日本では、秋田県

が一番盛んです。松代でも取｝）入れて、広く楽しんで

もらえたらいいですね」と話していました。

　なお、同協会から、本物のラグビーボールより一回

り小さいタッチラグビー用ボールが松代高校と松代中

学校に贈られました。（部活動で活かしてもらいたいと

思います。事務局）

参加者（学校及び体育指導委員分掲載　敬称省略）：

高橋哲也〔松高講師〕小林辰男〔松中教諭〕大島淑喜

〔松小教諭〕／関谷昭栄、佐藤茂建、富沢正司〔以上

指導委員〕

駄

8月12～14日にかけて松代町生涯学習センターでミュー

ジックキャンプフェスティバルが行われました。

　サクソフォン奏者の須川展也さんほか国内外で活躍

する12名の講師から直接レッスンが受けられるとあっ

て、毎年県内外から参加があケ）、今年も中学生から一

般者まで70人が参加しました。

　13日のファイナルコンサートでは同センターがいっ

ぱいとなる130名が、講師の演奏と松代中学校ブラスバ

ンド部の成果発表を楽しみました。

　また、今年で6回目を迎えた同フェスティバルであ

らたな試みとして、参加受講生と講師によるオーケス

トラを編成しました。これは、最終日14日午後行われ

たもので、迫力ある音楽に、今回音楽監督を務めた須

川展也さんも、「受講生も年々うまくなっています。来

年も是非松代で皆さんとやひ）たいと思います。」と話し

ていました。また、音楽愛好会山彩代表の若井明夫さ

んは、「この企画は、講師の皆さんも手弁当で、それを

支えるスタッフもボランティアです。できるだけ経費

を切ヤ）つめて受講しやすいようやン）くりしています。

プライベートな部分でも講師の皆さんには協力しても

らっています。運営にあたってくれている人たちにも

感謝しています。」と話していました。また、期間中ずっ

と生徒と合宿された松代中学校ブラスバンド部顧問の

今町教諭は、「生徒が、うまくなって何よケ）でした。」

と話していました。

（いろいろな方のボランティアに支えられ、上達する

生徒の今後の活躍が楽しみです。事務局）

o－■””■■””0■”■一一”””一■”■”””■”■”””■口0”ロ””””””””””0
■

◎
講
師
氏
名
（
敬
称
省
略
）

湯
本
　
洋
司
（
フ
ル
ー
ト
）

村
井
　
祐
児
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

市
川
　
早
苗
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

須
川
展
也
（
　
同
　
）

藤
井
　
裕
子
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

杉
木
　
馨
（
　
同
　
）

倉
田
　
　
寛
（
卜
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

日
高
　
　
剛
（
ホ
ル
ン
）

久
保
　
和
憲
（
チ
ュ
ー
バ
他
）

山
口
多
嘉
子
（
マ
リ
ン
バ
他
）

片
桐
　
　
太
（
　
同
　
）

小
柳
美
奈
子
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

　
室
野
保
育
園
で
は
、
8
月
2
9
日
に

運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
曇
り
空
も
な
ん
の
そ
の
、
園
庭
を

会
場
に
、
み
ん
な
元
気
に
入
場
。
そ

し
て
、
2
種
目
ほ
ど
し
た
あ
と
、
突

然
、
雨
が
降
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
園
児
の
両
親
や
兄
弟

も
手
伝
っ
て
、
道
具
や
衣
装
を
奴
奈

川
小
学
校
の
体
育
館
に
移
し
て
ご
覧

の
と
お
り
。

　
子
ど
も
達
は
、
二
つ
の
会
場
で
2

倍
楽
し
み
ま
し
た
。
（
保
護
者
や
園
の

方
は
「
4
倍
走
っ
た
感
じ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

事
務
局
）



山藤フォトコンテスト入賞者リスト

賞 氏　　名 住　　所

特　選 久　代　周　二 新潟市

準特選
渡　辺　誠　治
桜　井　大　士

三条市
長岡市

青　木　彦　忠 長野県須坂市
藤　井　昌　晴 上越市

入　選 田　村　正　信 上越市
長ケ部　清　春 柿崎町
鈴　木　洋　一 松代町

原　澤　喜　一 塩沢町
柄　沢　鉄　衛 新潟市
多　田　武　治 大潟町
邨　山　重　信 松代町

佳　作 根　津　義　広安　野　二　郎
十日町市
山梨県南都留郡

庭　野　罠　平 十日町市
小　林　久　雄 長岡市
茂　野　誠一郎 川西市
高　橋　尚　志 松代町

幽
藤
蘇
慧
雛
遡
聖
ア
蒸
罷
蒸
賞
者
決
諜
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
と
松
之
山
両
町
の
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
共
催
で
行
っ
た
山
藤
フ
ォ
ト
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
B
日
松
代
町
ふ
る
さ
と
会
館
で
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
2
0
日
で
締
め
切
っ
た
同
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ス
ト
に
は
、
㈱
名
か
ら
謝
点
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
中
か
ら
7
月
2
3
日
、
松
代
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
で
関
係
者
に
よ
り
第
1
次
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
石
⑩
点
を

測
翅
誕
聾
謎
瑚
甥
鐵
ー

　
8
月
1
5
日
、
室
野
城
川
ダ
ム
公
園

を
会
場
に
牛
の
丸
焼
き
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
室
野
地
区
で
実
行
委
員

会
（
委
員
長
は
、
村
山
寿
平
次
さ
ん
）

を
組
織
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
7
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
用
意
し
た
和
牛
は
．
，
料
理
し
や
す

い
よ
う
に
半
身
に
し
た
㎜
㎏
．

　
前
日
の
1
4
日
か
ら
会
場
の
設
営
な

世田谷の人も松代を

　待っていました

世田谷区民祭に参加

室
野
誰
和
群
㊥
粛
焼
巻

ど
、
総
勢
6
0
名
程
の
ス
タ
ッ
フ
で
準

備
．
　
当
日
は
、
㎜
名
程
が
町
内
外
か
ら

集
ま
り
ま
し
た
。
午
前
n
時
か
ら
は

じ
め
、
午
後
2
時
に
は
、
ス
テ
ー
キ

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
イ
ベ

　
ン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

欝
徽

選
び
、
7
月
2
6
日
に
伊
奈
喜
雄
さ
ん

（
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
㈱
専
任
審
査
員
）

に
よ
り
第
2
次
審
査
を
行
い
、
1
9
の

入
賞
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
入
賞
者

は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会
は
、
ふ
る

さ
と
会
館
で
8
月
1
6
日
ま
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
十
日
町
駅
構
内
、

新
潟
ふ
る
さ
と
村
や
東
京
ネ
ス
パ
ス

新
潟
館
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程

等
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

鼻罐懸、

蒙～

　
8
月
1
日
、
町
総
合
体
育
館
と
町

民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
「
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
5
5
年
か
ら
行
っ
て
い
た
町
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
か
わ
っ
て
、
誰
で

も
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
に
種
目
を
見
な
お
し
、

地
区
別
か
ら
申
込
受
付
に
よ
り
、
グ

ル
ー
プ
や
個
人
単
位
に
再
編
成
し
た

も
の
で
す
。
平
成
2
年
か
ら
は
じ
ま

り
、
今
年
で
1
0
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ペ
タ
ン
ク
の
3

種
目
に
㎜
名
ほ
ど
が
参
加
。

　
炎
天
下
の
中
、
応
援
も
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
賞
品
に
は
、
は
じ
め

　今年で20回目となった世田

谷区民祭が7月31日～8月1

日にかけて同区馬事公苑で行

われました。

　町からは、商工会、観光協

会そして企画振興課を中心に

20名ほどが参加。

　31日には34の参加自治体が

集って交流会。また、両日の

ふるさと物産展では、松代か

ら海老かたっ子の会、芝峠特

産加工組合、ひまわ1）会、杉

の子グループ、福島ぜんまい

組合、日の出そば、峠の茶屋

「蔵」、寺田菌床椎茸ファーム、

そして雪割草の会のみなさん

が自慢の品々をPRしていま
した。野菜は、糸うり、夕顔、

ミズなどが好評でした。

　また、町の方で事前に、こ

の春世田谷から福島を訪れた

皆さんに知らせておいたこと

もあり、差し入れをする人も

あるなど、テントは終始にぎ

やかでした。

　なお、11月3日には、同区
千歳船橋で交流会を行う予定

です。

．
騒

　
欄
虜
、

礫
繋

灘欝鰯鐵
瀞

藝i

慈

て
の
企
画
と
し
て
町
商
工
会
加
盟
店

の
共
通
商
品
券
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
名
の
〔
　
〕
は
代
表
者
名

▼
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
　
優
勝
ガ

ン
バ
ロ
ー
ズ
〔
富
沢
佐
一
郎
〕
／
2

位
松
代
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
〔
瀬
沼
洋
子
〕
／

3
位
い
い
ち
こ
〔
柳
六
男
〕
／
4
位

峠
チ
ー
ム
〔
山
岸
公
男
〕
／
ス
ト
ラ

イ
ク
賞
　
相
沢
誠
・
富
沢
佐
一
郎
・

斉
藤
豊
・
柳
裕
・
柳
富
江

▼
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
優
勝
高
橋
嵩

一
（
松
代
）
／
2
位
池
田
初
平
（
田

野
倉
）
／
3
位
本
柳
澤
蔵
（
松
代
）
／

4
位
樋
口
昭
一
（
松
代
）
／
ニ
ア
ピ
ン
賞

山
岸
敏
行
（
蒲
生
）

▼
ペ
タ
ン
ク
　
優
勝
太
平
友
の
会
B

〔
高
橋
庄
一
郎
〕
／
2
位
千
年
や
ろ
ね

会
B
〔
佐
藤
徹
夫
〕
／
3
位
太
平
友

の
会
C
〔
富
沢
一
郎
〕
／
4
位
千
年

や
ろ
ね
会
A
〔
高
橋
利
夫
〕

（
参
加
し
た
人
の
中
に
は
、
「
ビ
ー
ル

が
早
く
飲
み
た
い
」
と
話
す
人
が
幾

人
も
。
暑
い
1
日
で
し
た
。
役
員
の

皆
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。
事

務
局
）

帽

欝
灘
■

鼻
－
甜
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介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
介
護
保
険
制
度
が
平
成
12
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。
介
護
認
定
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
の
介
護
を
必
要
と
す
る
の
か
を
決
定
す
る

手
続
き
で
す
。

　
今
回
は
申
請
か
ら
認
定
に
つ
い
て
質
問
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　
m
月
か
ら
認
定
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
町
で
は
、
1
0
月
か
ら
来
年
2

月
ま
で
の
間
、
す
で
に
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
や
昨
年
実
施
し

た
実
態
調
査
で
介
助
が
必
要
な
状
態

に
あ
る
方
を
対
象
に
訪
問
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
訪
問
調
査
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
i
内
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
伺
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
、
申
請
を
お
受
け
し

ま
す
。

◇◇劔》◇◇⇔Φ◇・◇

ン

》

　
訪
問
調
査
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
お

知
ら
せ
し
た
日
時
に
左
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
伺
い
ま
す
。

　
そ
の
際
の
調
査
は
、
全
国
一
律
の

も
の
で
、
介
護
に
関
連
す
る
心
身
の

状
況
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

…
）

（（

　
介
護
保
険
で
は
、
こ
う
し
た
訪
問

調
査
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
か
か
り
つ

け
医
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
町
が
直
接
か
か
り
つ
け
の
病

院
に
依
頼
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
費
用
に
つ
い
て
は
町
が

負
担
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
調
査
の
結
果
と
か
か
り
つ
け

医
の
意
見
書
を
も
と
に
専
門
家
が
審

査
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
機
関
を
認

定
審
査
会
と
呼
び
ま
す
。

　
審
査
会
は
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

の
専
門
家
5
人
で
構
成
し
ま
す
。
公

正
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
市
町
村
の
審
査
委
員
に
よ
っ
て
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

審
査
対
象
と
な
る
方
の
氏
名
・
住
所

は
ふ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
の
必

要
な
状
態
か
ど
う
か
と
ど
の
程
度
の

介
護
を
必
要
と
す
る
か
を
審
査
・
判

定
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
¢
畿

　
　
　
　
　
　
　
r
橘

夕
暮
れ
は
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
気
を
つ
け
て

　
　
9
月
a
日
～
3
0
日

全
国
秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施

　
9
月
2
1
日
か
ら
1
0
日
間
、
全
国
秋

の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

◎
車
を
運
転
す
る
人
は
…

　
こ
れ
か
ら
は
夕
暮
れ
が
は
や
ま
り

ま
す
。
運
転
手
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
か

ら
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
安
全

確
認
を
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
歩
行
者
は
…

　
暗
く
な
っ
て
も
目
立
つ
よ
う
に
、

反
射
材
用
品
を
靴
や
持
ち
物
に
取
り

つ
け
る
な
ど
、
運
転
手
か
ら
よ
く
見

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

、
翻
欝
幾
籔
灘
経
薬
還
灘
の
｛
部
灘

簗
瀬
籔
諜
鐵
。

◎
走
行
中
の
携
帯
電
話
等
使
用
禁
止

　
走
行
中
の
携
帯
電
話
や
パ
ー
ソ
ナ

ル
無
線
の
使
用
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。

◎
走
行
中
の
カ
ー
ナ
ビ
や
テ
レ
ビ
の

注
視
は
禁
止
行
為

　
走
行
中
に
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、

カ
ー
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
を

注
視
す
る
こ
と
は
禁
止
行
為
と
な
り

ま
す
。
（
い
ず
れ
も
、
違
反
点
数
2
点
／

反
則
金
大
型
車
－
万
2
千
円
・
普
通

車
9
千
円
と
な
り
ま
す
。
）
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間
介
離
碧
麓
梶

訪
問
調
査
時
に
受
け
付
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
1
0
月
か
ら
来
年
2
月

に
か
け
て
対
象
者
を
訪
問
す
る
こ
と

を
ど
う
や
っ
て
周
知
し
て
い
く
の
で

す
か
。
ま
た
、
申
請
を
受
け
付
け
る

10

月
ま
で
に
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

は
行
う
の
で
す
か
。

答
麹
葉
離
纏

度
の
こ
と
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
福
祉
全
般
に
つ
い
て
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
の
町
の
計
画
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

懇
談
会
は
、
表
の
と
お
り
の
日
程
で

　　　　　懇談会日程表

時間：午後7時30分～9時30分

開催日 開催場所

9月27日（月） 下山集落開発センター

9月28日（火） 犬伏集落開発センター

10月1日働 室野克雪管理センター

10月4日（月） 蒲生生活改善センター

10月5日（火） 松代町ふるさと会館

10月7日㈹ 生涯学習センター（旧清水小）

町
内
6
ヶ
所
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
点
や
不
安
に
思
っ
て
い

る
こ
と
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
国
保

介
護
保
険
係
ま
た
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
盈
7

3
7
0
0
／
町
国
保
介
護
保
険
係

盈
7
1
2
2
2
0
内
線
2
8
）

蕊鞍
薪講墜好
o

覇鹸糞
　　　鵬　／イ

垂一
誘

　8月12日、向原地区の特別

養護老人ホーム建設地におい

て同老人ホームの鍬入れ式を

行いました。

　当日は、関係者が見守るな

か、社会福祉法人東頸福祉会

佐藤大治理事長をはじめ関谷

町長が、工事の安全を祈願し

鍬入れを行ったものです。

　関谷町長は、あいさつの中

で、建設までの経緯にふれ、「建

設に際して東頸福祉会の協力

には感謝しています。」と話し

ていました。

　なお、国道253号の現場の付

近では（出入りする）工事車

輔にご注意ください。

。○○○
　
8
月
2
1
日
～
22
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
「
2
4
時
間
愛
は
地
球
を
救
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
で
は
、
松
代
高

校
の
生
徒
も
募
金
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
会
館
前
で
2
日
間
行
っ

た
の
は
、
小
堺
清
美
さ
ん
、
小
林
笑

美
さ
ん
、
関
谷
知
恵
さ
ん
、
関
谷
佐

代
子
さ
ん
、
米
持
由
美
さ
ん
、
米
持

靖
子
さ
ん
、
そ
し
て
島
田
孝
徳
君
の

7
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

「
2
日
間
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
募
金

に
来
る
人
が
み
ん
な
親
切
で
僕
ら
も

＠

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
、
島
田
君
。

　
担
当
す
る
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
山
賀
健
一
郎
さ
ん
も
「
2
日
間

で
14
万
5
千
鵬
円
集
り
ま
し
た
。
生

徒
は
、
と
て
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
募
金
を
し
て
く
れ
た

方
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
．
（
写
真
は
2
日
目
の

夕
方
5
時
頃
の
も
の
で
す
。
疲
れ
を

見
せ
ず
に
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
事
務
局
）
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No．9

o

曇
、

，タ軌
　　　　　　妻有

　
1
年
間
か
け
て
実
施
し
た
写
真
と

言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
8

万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
の
応
募
集
計

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
応
募
総
数
は
3
1
1
4
点
と

な
り
、
目
標
と
し
て
い
た
3
0
0
0

点
を
達
成
し
ま
し
た
．
多
く
の
ご
応

募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
部
門
別
の
応
募
数
は
、
一
般
1
5

4
8
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
ー
3
0
0
点
、

芸
術
猫
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
別
の
応
募
数
は
、
当
圏
域
が
2

3
1
4
点
、
県
内
蹴
点
、
県
外
魏
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
写
真
撮
影
場
所
を
市

町
村
別
に
み
る
と
、
当
町
は
傾
点
、

v彰餐
瀟砂

検討中

羅
騨
》
・

1
週
間
子
供
た
ち
と

　
今
年
第
1
回
目
は
、
7
月
2
6
日
～

31

日
に
か
け
て
、
ベ
ェ
ロ
ニ
ク
・
ジ
ュ

マ
ー
ル
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
迎
え
、

津
南
町
旧
消
防
分
遣
所
を
会
場
に
、

津
南
小
学
校
と
津
南
中
学
校
の
児
童

生
徒
が
2
5
名
参
加
し
て
、
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
は
昨
年
に
つ
づ

松
之
山
町
娚
点
、
十
日
町
市
1
2
5

5
点
、
川
西
町
鰯
点
、
津
南
町
鋤
点
、

中
里
村
鰯
点
で
し
た
。

　
集
っ
た
作
品
は
、
地
域
な
ら
で
は

の
自
然
、
自
慢
料
理
、
祭
り
や
人
々

の
表
情
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

も
の
で
し
た
。
8
月
1
9
日
に
十
日
町

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
i
（
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
）
で
地
元
審
査
員
1
1

名
（
審
査
委
員
長
十
日
町
市
文
化

協
会
長
の
佐
野
良
吉
さ
ん
、
ま
た
、

当
町
か
ら
の
委
員
は
町
文
化
協
会
理

事
の
高
橋
多
一
郎
さ
ん
）
に
よ
る
1

次
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
メ
ン

ト
文
も
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
蜘

点
程
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の

作
品
の
中
か
ら
9
月
中
旬
に
東
京
都

内
で
行
わ
れ
る
本
審
査
（
詩
人
の
大

岡
信
さ
ん
ほ
か
6
名
）
で
、
ス
テ
キ

発
見
大
賞
ほ
か
各
賞
を
決
め
る
予
定

鉱　　　　繊　　　　曝

機　　地元での藩査の様子
　　．i　　　・　　　　謎γ

で
す
．

　
な
お
、
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
1
0
月
1
6
日
に
ク
ロ
ス
ー
0
で
行
う
予

定
で
、
作
品
の
巡
回
展
は
、
n
月
か

ら
1
2
月
に
か
け
て
6
市
町
村
を
会
場

に
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

き
2
度
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
同

じ
会
場
に
1
週
間
腰
を
据
え
、
来
年

の
大
地
の
芸
術
祭
で
発
表
す
る
子
ど

も
達
の
作
品
づ
く
り
を
中
心
に
開
催

し
ま
し
た
。

ま
ず
は
材
料
集
め

　
テ
ー
マ
は
、
津
南
町
の
4
ヶ
所
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
似
顔
絵
）
づ
く
．
り
。

1
日
目
は
、
自
分
の
行
き
た
い
場
所

を
選
ん
で
班
分
け
を
し
ま
し
た
。
2

日
目
は
、
選
ん
だ
場
所
で
作
業
を
し

ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
や
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
で
場
所
の
特
徴
を
と
ら
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
、

流
木
や
草
花
な
ど
の
材
料
を
集
め
ま

し
た
。

パ
ネ
ル
い
つ
ぱ
い
に
自
己
表
現

　
3
日
目
か
ら
は
い
よ
い
よ
似
顔
絵

づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
9
0
仕
．
×
9
0
袖
．

の
大
き
な
パ
ネ
ル
が
配
ら
れ
る
と
、

そ
の
大
き
さ
に
と
ま
ど
い
気
味
で
し

た
が
、
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
写
真
、
風
景

画
や
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
し

●
く
だ
り
線
（
犀
潟
万
面
）

◇
犀
潟
駅
（
運
賃
大
人
謝
円
）

〈
鵜
の
浜
温
泉
観
光
地
引
網
〉
▼
1
0

月
3
1
日
㈲
ま
で
の
日
曜
祝
日
▼
鵜
の

浜
海
水
浴
場
▼
犀
潟
駅
下
車
鵜
の
浜

温
泉
行
バ
ス
▼
地
引
網
で
楽
し
ん
で

海
賊
汁
と
地
酒
を
味
わ
う
▼
温
泉
宿

泊
者
無
料
そ
の
他
の
人
㎜
円
▼
大
潟

町
観
光
協
会
（
盈
0
2
5
5
1
3
4
－

4
2
2
2
）

●
の
ぽ
り
線
（
十
日
町
万
面
）

◇
十
日
町
駅
（
運
賃
大
人
謝
円
）

〈
第
3
回
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
〉

▼
1
0
月
9
日
ω
午
後
1
時
▼
ク
ロ
ス

ー0

お
よ
び
昭
和
町
通
り
▼
十
日
町
駅

下
車
5
分
▼
無
料
〔
た
だ
し
ク
ロ
ス

ー0

午
後
4
時
半
か
ら
の
ロ
ス
イ
ン
デ
ィ

オ
ス
シ
ョ
ー
（
お
弁
当
飲
物
付
き
）

　
　
は
鋤
円
〕
▼
十
日
町
商
工
会
議
所
（
盈

0
2
5
7
－
5
7
1
5
1
1
1
）

＠
国
驚
灘
鱗
濾
鞍
糞
織
欝
購
關
講
戴

鱗
雛
屡
驚
羅
雛
灘
鞭

　
鑑
欝
儘
翻
議
ー
繊
醗
強
蒙
潜
参
瀦

雛
鍵
．
遷
辮
援
羅
欝
諜
墜
！

◆
母
磯
　
麹
趨
盤
懸
灘
盤
灘
講
ー
繋

◆
嚢
蝪
　
鞍
磯
購
灘
獄
澱
灘
雛
繋
懸
ー
灘
ー
懸

◇
交
通
　
ぽ
蓑
難
鍵
線
叢
鍛
総
縢
駿
縫
灘
難
懸

灘
闘
糖
登
お
懲
　
松
代
購
総
懲
蕪
欝

館
懸
魏
愚
懇
慧
羅
纏
ー
雛
ー
慧
欝
掻
驚
蹴
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た
。
ま
た
、
小
石
や
草
花
を
貼
り
付

け
、
直
接
絵
を
書
き
こ
ん
だ
り
と
、

個
性
的
で
し
た
。
4
日
、
5
日
と
作

業
が
進
む
と
、
作
品
も
「
足
」
だ
け

の
も
の
や
ひ
ま
わ
り
の
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
が
あ
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
作

品
2
5
点
が
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
発
表
会

　
翌
6
日
目
は
、
保
護
者
を
招
い
て

完
成
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ュ

マ
ー
ル
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
こ
の
地
域
の
自
然
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
こ
う
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
そ
の
風
景

の
中
で
作
業
を
し
て
み
て
、
よ
り
一

層
深
く
理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。
来

年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
子
ど
も

達
の
作
品
と
と
も
に
、
自
分
の
作
品

を
発
表
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
地
の
芸
術
祭
で

は
、
世
界
で
活
躍
す
る
作
家
を
招
き
、

地
域
の
題
材
を
も
と
に
作
家
が
テ
ー

マ
を
提
案
し
、
地
域
の
子
ど
も
達
や

住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
品
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

レ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
一
一
＝
＝
＝
｝
＝
；
＝
＝
一
一
一
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
「
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
「
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
一
一
一
＝
一
＝
＝
一
一
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
r
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越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委

員
会
で
は
、
来
年
7
月
～
9
月
の
「
大

地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
の
開
催

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
3
種
類

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

★ボランティアの条件

○作業等に伴う当地域内の交

　通費は支給します。（ガソ

　リン代含む）

o傷害保険をお掛けします。

o宿泊費・食費は支給しませ

　ん。

★申込み

　越後妻有大地の芸術祭実行

　委員会事務局（十日町地域

　広域事務組合企画振興課内

　奮57－2637）へ。

／ボランティアズタッフ』差婁直崖

■作家サポートボランティア

　作家の作品制作活動を幅広く手伝ってもらうボランティアです。作

家は作品の加工制作のほかにも、いろいろなサポートを必要としてい
ます。

①木、石、鉄などの加工制作の技術協力

②外国語の日常会話程度の通訳

③作品設置や地域内移動のお手伝い　　　④作家滞在中の賄い　など

■記録撮影ボランティア

　今年の活動を含めて、事業の様子を写真・ビデオで記録していただ
きます。

①シンポジウム・講演会・ワークショップなどのイベントの撮影

②作家の視察、作品制作・設置時の撮影など

　　　　　　　　　　　　　　　　※フィルム等は支給します。

■芸術祭運営ボランティア

　大地の芸術祭開催期間中、事業の運営などをお手伝いいただきます。

①トリエンナーレセンターの運営、来訪者への会場やイベントの案内

②記念式典、シンポジウム、ワークショップ、展覧会などイベントの

　運営

1”III”””III”1”lll”””IIIll川田IIII””川”1田II”lllllll川III”lll””IIII”III”1“1”””1川IllIIllllIIll川IIllI川ll川川川川1川1川llllIII川“IIIIII”1”III”川”II”IIII川IIIIIIll川1”IHIIIIIlll田川IIlllll川IIIIllII”川II”II

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
＝
二
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＝
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
一
二
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
「
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
ー

◆
・
毒
．
◆
．
肇
．
◆
、
一
一
＝
．
◆
，
も
．
◆
、
9
…
．
◆
・
9
毒
．
◆
・
一
＝
，
．
◆
・
・
－
一
＝
．
◆
・
・
一
＝
一
．
◆
・
・
…
一
．
◆
・
・
一
一
＝
．
◆
・
一
…
．
◆
・
・
量
．
◆
‘
毒
・
◆
垂
・
◆
・
・
葦
冒
・
◆
・
一
琴
令
・
一
一
一
7
◆
・
・
一
…
・
◆
・
毒
・
◆
；
毒
・
◆
・
畠
＝
・
◆
・
一
一
甲
7
◆
垂
・
◆
・
ゑ
一
7
◆
ゑ
一
7
◆
・
『
…
一
◆
盒
＝
・
◆
き
・
◆
・
■
一
』
一
一
・
◆
二
…
一
一
◆
‘
一
号
◆
‘
冒
一
一
7
◆
、
邑
7
◆
、
■
邑
7
◆
『
一
一
＝
・
◆
■
邑
7
◆
■
毫
7
◆
一
一
マ
◆
，
・
…
曽
・
◆
毒
・
◆
■
■
曇
7
◆
一
－
一
一
7
◆
‘
一
…
一
◆
・
…
，
◆
9
一
一
智
－
◆
‘
…
冒
・
◆
、
、
一
＝
一
・
◆
■
…
7
◆
4
一
一
7
◆
，
一
＝
7
◆
■
9
邑
7
◆
、
一
一
＝
・
◆
二
…
7
◆
三
一
7
◆
‘
一
…
・
◆
‘
邑
一
■
◆
ゑ
一
一
一
一
◆
、
…
一
・
◆
‘
騙
一
一
7
◆
『
■
…
一
・
◆
‘
－
一
マ
◆
≦
一
－
◆
，
…
7

　8月2日夜、役場庁舎にお
いて里創プランのプロデュー

スを手がける北川フラムさん

を招いて松代本町通りのギャ

ラリーロードの説明を受けま

した。

　当日は、地元松代区の役員

や商工会などの関係者を対象

に企画振興課が行ったもので
す。

　計画の概要について説明を

受け、立川市のアート事例の

ビデオを見たあと、今後の日

程等について話し合いが行わ

れました。

　この日開催の内容を踏まえ

て8月18日に候補地とされる

家屋や土地所有者を対象にし

た説明会を開催。計画に対し

て理解と協力をもとめました。

　企画振興課では、「今後はふ

るさと会館などを利用して一一

般住民を対象に、アーティス

トの作品をビデオで見てもら
い
、 ギャラリーロードや大地

の芸術祭に対して、理解を深

めてもらいたい」と話してい

ます。なお、日程等決まり次

第広報でお知らせします。

　
サ
D
リ
ル
紹
介
③

　
　
　
　
松
代
町
少
年
野
球
団

　
松
代
町
少
年
野
球
団
は
、
町
野
球
協
会

（
会
長
　
山
岸
勝
　
蒲
生
）
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
指
導
に
は
、
中
村
守
さ
ん
（
松

代
）
、
小
島
昭
夫
さ
ん
（
松
代
）
、
鈴
木
幸
春

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
週
4
回
の
練
習
を
，

行
っ
て
き
ま
し
た
．
8
月
2
2
日
に
安
塚
町
で

B
＆
G
杯
争
奪
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、
三
和

村
、
松
之
山
町
チ
ー
ム
と
対
戦
。
「
試
合
に

は
負
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
津
南
な
ど

近
隣
町
村
と
次
の
試
合
に
向
け
て
子
ど
も
達

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
指
導
に
あ
た
る
中

村
さ
ん
は
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

○
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
午
前
6
時
3
0
分

o
場
　
所
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

O
メ
ン
バ
ー
　
小
3
年
か
ら
6
年
生
1
5
人

○
問
い
合
わ
せ
　
鈴
木
幸
春
さ
ん
（
協
会
事

　
務
局
　
役
場
内
　
電
話
7
1
2
2
2
0
）

さ
ん
（
松
代
）
の
3
人
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

騨轍

姜檬欝φ矢会お写糞灘覇鑛
　．、、＿＿，一、＿、．．、＿、…、、、＿繍轍＿雛＿酸一＿灘…繍
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嚢
O

ふ
る
さ
と
盆
踊
り
大
会

　
　
　
　
　
若
井
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
も
ぜ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
木
市
在
住

　
去
る
8
月
1
6
日
、
芝
峠
に
於
い
て

東
京
松
代
会
峰
方
地
区
の
有
志
と
地

元
の
皆
様
方
と
盆
踊
り
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
盆
踊
り
は
初
め
て
の
企

画
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
で
準
備

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り

心
配
し
た
こ
と
は
在
京
の
私
達
が
企

画
し
た
盆
踊
り
に
地
元
の
皆
様
が
参

加
し
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
ん
な
不
安
を
か
か
え

な
が
ら
8
月
上
旬
仲
間
達
と
地
元
へ

最
後
の
打
ち
合
わ
せ
に
伺
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
里
は
近
年
に
な
い
猛
暑
の
真
っ

只
中
、
暑
さ
と
水
不
足
で
田
畑
へ
の

影
響
が
出
始
め
て
お
り
、
区
長
様
方

も
心
配
さ
れ
、
雨
乞
い
の
盆
踊
り
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
、
と
言
わ

れ
、
故
郷
の
皆
様
と
の
盆
踊
り
を
快

く
賛
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
8
月
1
6
日
、
盆
踊
り
当
日
は
午
前

中
大
変
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
地
元

㎜㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
官
・
　
　
）

　　　　　　　　　／　　　汐

東京　　　　聾聾

だより

8／21（十）広報委員会　於県人会負1

　國　松代会会報9号発行につ）

　　　て
9／7（火）第4回企画委員会（既報

10／12（火）第2回役員会

の
皆
様
と
我
々
総
出
で
会
場
づ
く
り

を
行
い
準
備
万
端
整
い
か
け
た
午
後

1
時
頃
か
ら
、
急
速
に
天
候
が
悪
化

し
、
大
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

雨
は
夕
方
に
な
っ
て
も
止
ま
ず
決
行

か
中
止
か
決
断
を
迫
ら
れ
る
場
面
が

幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。
5
時
過
ぎ
、

今
ま
で
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
に
か
ら

り
と
晴
れ
上
が
り
、
雄
大
な
黒
姫
山
、

西
の
彼
方
に
は
妙
高
山
も
姿
を
み
せ
、

上
空
に
は
お
月
様
も
顔
を
出
し
て
、

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
地
元
の
皆

様
の
熱
心
な
お
誘
い
の
お
か
げ
で
当

初
用
意
し
た
3
0
0
枚
の
整
理
券
は

ま
た
た
く
ま
に
な
く
な
り
、
参
加
さ

れ
た
方
は
4
0
0
人
に
も
達
し
、
会

場
か
ら
溢
れ
ん
ば
か
り
に
な
り
ま
し

た
。
桐
山
、
清
水
、
会
沢
、
蓬
平
そ

し
て
外
の
地
区
か
ら
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
踊
り
は
、
百
数
十
人
の
大

き
な
輪
と
な
り
、
踊
る
人
見
物
す
る

人
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ

は
盛
大
な
盆
踊
り
で
し
た
。

　
こ
れ
も
区
長
様
方
、
町
会
議
員
様
、

蓬
平
の
蓬
和
会
様
そ
し
て
地
元
の
多

く
の
方
々
の
絶
大
な
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
達
の
今
回
の
さ
さ
や
か
な
試
み

が
故
郷
の
皆
様
と
在
京
の
私
共
と
の

交
流
が
更
に
深
ま
り
、
新
た
な
交
流

の
切
っ
掛
け
と
な
れ
ば
大
変
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
り
、
多
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
た
く

さ
ん
の
先
輩
方
、
後
輩
達
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
故
郷
が
一
層
身
近
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
帰
郷
し
、
お
会

い
し
た
際
に
は
、
「
お
前
さ
ん
、
達
者

で
い
た
か
い
」
と
一
声
掛
け
合
お
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
今
回

都
合
が
つ
か
ず
参
加
で
き
な
か
っ
た

皆
様
、
今
後
ま
た
、
故
郷
の
皆
様
と

共
同
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

9／7（火）第4回企画委員会（既報）

10／12（火）第2回役員会

　　　　於県人会館
　　①平成12年度事業計画決定

　　②次期役員選出

　　③新年会実行委発足

　　④その他
くっどい〉

10／16（十）じょんのび会（峠学区）

　　総会　於県人会館

　　会長　牧田信治
　　　　　　（岱03－3918－7049）

〈趣味の会〉

10／9～10（土・日）釣り　柏崎
　　笠島民宿で一泊日本海でサヨ

　　リ釣り

　圖若月晃（實03－3655－3847）

　　　笠原　清（創3－3692－3564）

10／9（土）ゴルフ　上越国際カント

　　リークラブ十日町コース

　　第27回松高ゴルフコンペに松

　　代会有志参加
10／17（日）観劇　歌舞伎「音菊天竺

　　徳兵衛」尾上菊五郎ほか
　　国立劇場5，600円　圖市川昭二

　　　　　　（盈03－3999－3001）

〈ひろば〉

第16回公募「読売書法展」に柳重

次（てんこくの部・伊沢地区）宮

田諒子（かなの部・松代地区）の

両氏が夫々入選した。

日帰りりんご狩りバスツアーのお
誘い

11／7（日）8：00上野集合　小諸グラ

ンドキャッスルで昼食・入浴、小
林農園でりんご狩｝）、懐古園見物

18：00上野帰着　参加費10，000円

ま
し
た
ら
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の

で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
故
郷
の
皆

様
、
大
変
楽
し
い
、
そ
し
て
す
ば
ら

し
い
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
息
つ
く
ま
も
な
く
、
農
繁
期
に

入
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
残
暑
の
厳

し
い
折
、
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
．
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二

．
羅

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
い

大
小
の
瓜
浮
き
沈
む
覧
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
る

日
焼
田
に
そ
そ
ぐ
一
縷
の
沢
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

喜
雨
貰
い
色
艶
つ
や
と
今
朝
の
茄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

初
茗
荷
貧
し
く
逝
き
し
父
母
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

一
輪
車
は
じ
け
て
廻
る
猛
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

お
ん
ば
こ
の
葉
裏
を
返
す
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
と
し

親
の
齢
越
え
て
施
餓
鬼
に
い
そ
い
そ

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

手
花
火
の
屑
だ
け
残
し
児
は
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
お
と
こ

村
捨
て
し
漢
に
ど
っ
と
草
い
き
れ

音邑

峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

大
輪
の
花
火
に
夢
を
託
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

梵
鐘
も
チ
ャ
イ
ム
も
六
時
夕
焼
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

稲
妻
の
駆
け
巡
り
た
る
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

お
と
り囮
鮎
操
る
プ
ロ
の
竿
さ
ば
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

き
り
も
な
く
飛
び
込
む
羽
蟻
文
机
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

お
盆
客
過
疎
の
人
口
倍
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

曲
水
の
流
れ
に
そ
ふ
て
花
桔
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

穂
水
引
く
人
影
包
み
大
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

谷
風
も
山
風
も
入
れ
夏
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

杉
箸
を
ぱ
き
っ
と
割
っ
て
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

霧

L早1　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
つ
け
い

真
夏
日
の
鶏
舎
の
昼
は
烏
骨
鶏
み
な

羽
根
ひ
ろ
げ
胸
に
風
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

石
山
の
山
頂
め
ざ
し
汗
流
す
長
蛇
の

列
は
尾
根
に
続
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
コ
メ

油
照
り
し
の
ぐ
老
体
何
よ
り
も
梅
干

　
か
て

を
糧
に
生
気
養
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
貞
一
二

雲
の
来
て
日
差
し
の
切
れ
し
束
の
間

を
蝉
し
ぐ
れ
の
中
か
な
か
な
も
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

　
　
　
　
も

直
射
日
光
炎
ゆ
る
青
葉
の
下
陰
に
流

れ
を
ゐ
ら
む
澗
れ
澗
れ
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
稔

　
8
月
に
入
っ
た
ら
猛
暑
の
連
続
で
、

水
不
足
気
味
に
な
り
、
草
木
は
萎
え

て
ぐ
っ
た
り
、
人
間
も
ま
た
ぐ
っ
た

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
少
し
で
も
涼
し
い

場
所
を
求
め
て
、
我
が
家
の
裏
の
ド

ロ
ッ
タ
ネ
（
泥
池
）
の
ま
わ
り
に
避

暑
し
ま
し
た
。
沢
か
ら
吹
い
て
く
る

風
は
冷
た
い
ほ
ど
涼
し
い
も
の
で
す
。

　
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
悠
然
と
パ
ト
ロ
ー

ル
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
と
、
板
壁
に
異
様
な
ト
ン
ボ
が
と

ま
っ
て
い
る
の
を
目
ざ
と
く
見
つ
け

ま
し
た
。
早
速
家
に
入
り
捕
虫
網
を

取
り
出
し
て
、
ソ
ッ
と
近
づ
き
、
難

な
く
捕
ら
え
ま
し
た
，

　
そ
れ
を
調
べ
て
み
る
と
「
ヤ
マ
サ

ナ
エ
」
と
い
う
サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
科
の

メ
ス
だ
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ボ
は
ま
だ
、
『
松
代
町
史
』

に
も
『
松
之
山
町
史
』
に
も
記
録
さ

れ
て
い
な
い
も
の
で
、
こ
の
辺
と
し

て
は
極
め
て
希
少
の
も
の
ら
し
い
の

で
す
．

　
捕
ま
っ
た
の
は
、
弱
っ
て
い
た
ら

し
く
じ
き
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
我
が
家
に
は
夏
に
な
る
と
開
放
し

て
あ
る
窓
や
ガ
ラ
ス
戸
か
ら
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
ト
ン
ボ
が
入
っ
て
き
て
、
居

な
か
ら
に
し
て
ト
ン
ボ
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
が
で
き
ま
す
が
、
平
成
1
1
年
の
お

盆
の
お
客
は
コ
シ
ボ
ソ
ヤ
ン
マ
の
メ

ス
が
何
度
も
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
．

　
ま
だ
ま
だ
珍
し
い
ト
ン
ボ
の
来
訪

が
あ
る
こ
と
ひ
そ
か
に
を
期
待
し
て
、

涼
し
さ
を
誘
っ
て
戸
を
大
き
く
開
放

し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八
）

装

！
撫
　
　

妻

’簿嚇、．

　i峯』

コシボリヤンマヤマサナエ
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郡
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
今
年
の
郡
展
会
場
は
浦
川
原

　
開
催
期
間
は
、
1
0
月
1
5
日
㈹
～
1
7

日
㈹
午
前
9
時
～
午
後
6
時
ま
で
浦

川
原
村
村
民
体
育
館
に
て
行
い
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
作
品
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
．
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

1
　
絵
画

　
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
（
額
縁
付

き
の
5
0
号
以
内
．
た
だ
し
、
日
本
画

は
縦
横
と
も
鵬
抽
．
以
内
）

2
　
彫
塑
・
工
芸

　
彫
刻
・
塑
像
・
金
工
・
木
工
・
竹

工
・
そ
の
他
、
大
き
い
も
の
を
搬
入

す
る
と
き
は
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
．

3
書
道

　
字
句
・
書
体
は
自
由
（
額
の
大
き

さ
は
7
6
仕
．
×
慨
抽
．
）
仮
表
装
、
必
ず

所
定
の
釈
文
を
添
付
。

観音祭は、雨で昨年よ

り少なめの、3，000人の

人でにぎわいました。

4
　
写
真

　
白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
に
サ
イ
ズ
は

73

独
．
×
鵬
独
．
以
内
の
パ
ネ
ル
表
装
ま

た
は
額
装
の
こ
と
。
（
ホ
ワ
イ
ト
フ
レ
ー

ム
は
不
可
）
組
写
真
は
6
0
～
7
3
袖
．
×

90

～
鵬
仕
．
の
パ
ネ
ル
表
装
（
額
装
は

不
可
）
と
す
る
。
そ
の
際
1
枚
の
写

真
サ
イ
ズ
は
8
ツ
切
り
以
上
と
す
る
。

◆
作
品
の
搬
入
　
総
合
セ
ン
タ
ー
内

生
涯
学
習
課
へ
1
0
月
4
日
㈲
～
6
日

困◆
作
品
の
搬
出
　
1
0
月
7
日
㈲

◆
問
い
合
わ
せ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
内

生
涯
学
習
課
（
盈
7
1
2
3
0
1
）

◆
そ
の
他

　
作
品
の
裏
側
に
題
名
等
を
記
入
し

た
所
定
の
作
品
票
を
貼
る
こ
と
。

　
抽
象
画
は
、
作
品
の
裏
側
に
天
地

を
明
確
に
記
入
す
る
こ
と
。

大伏大演芸会の1コマ

裸祭にはじまり、祭も

3日目の佳境を迎え多

くの観客でした。

国
民
年
金
の
現
況
届
と

　
　
　
　
　
　
前
納
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
現
況
届
は

す
み
や
か
に

　
国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
受
給
者

が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

届
で
す
。
1
年
以
上
継
続
し
て
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
、
年
1
回
、

誕
生
月
の
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

届
い
た
現
況
届
は
ハ
ガ
キ
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る

と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
誕
生
月
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
前
納
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
事
前

に
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
を
使
う
と
、

納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
の
割

り
引
き
も
あ
っ
て
大
変
便
利
で
す
。

現
在
、
1
0
月
～
来
年
3
月
ま
で
の
6

か
月
分
の
前
納
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
．
希
望
す
る
人
は
、
電
話
申
込
も

で
き
ま
す
の
で
、
9
月
3
0
日
㈲
ま
で

に
国
民
年
金
係
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
国
民
年
金
係

　
　
　
　
盈
7
－
2
2
2
0
内
線
2
7

毎
月
納
付

6
か
月
前
納

割
　
引
　
額

定
額
保
険
料
の
場
合

7
9
、
8
0
0
円

7
8
、
9
2
0
円

8
8
0
円

付
加
保
険
料
の
場
合

（
定
額
保
険
料
含
む
）

8
2
、
2
0
0
円

8
1
、
2
9
0
円

9
1
0
円

松代七ん日祭

楽しみにしていた上、

中、新町合同神輿パレー

ドは雨天中止。それで

も子どもは元気です。

　
新
潟
県
弁
護
士
会
の
協
力
に
よ
り
、

町
で
は
次
の
と
お
り
巡
回
無
料
法
律

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
法
律
等
に
関
す
る
事
件
や
悩
み
の

あ
る
方
は
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
9
時
～

◆
会
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
2

階
和
室
1
0
畳

◆
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
予
約
が

必
要
で
す
。
相
談
日
の
1
週
間
前
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
申
込
先
　
役
場
総
務
課
（
盈
7
－

2
2
2
0
内
線
3
1
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
協
議
会
（
費

7
－
3
7
0
0
）

　
申
込
み
が
遅
く
な
る
と
相
談
を
お

受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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町外の騨入できます。まつだい駅前団地
　（駅前ニュータウン）

宅地分譲受付中（駅まで徒歩2分）

　まつだい駅前団地については、7月20日から町内居住者を対象に分譲しました。その結果20

区画のうち14区画が決まりました。残り6区画については、対象を町外の方を含め分譲します。

　自然豊かな松代で暮らすことを希望している方は、この機会を是非こ利用ください。

整理

番号

面積

m2

単価

円／m2

分譲価格

　　円

参　　　考

坪 円／坪

10 414．76 13，000 5，39i，880 125．46 42，975

12 414．70 13，000 5，391，100 125．45 42，975

13 414．64 13，000 5，390，320 125．43 42，975

17 485．94 16，500 8，018，010 147．00 54，545

18 485．85 16，500 8，016，525 146．97 54，545

19 467．72 16，500 7，717，380 141．49 54，545

分譲地位置図

工卑中

　
内
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
）

　
地
　
ま
　
　
　
　
　
m
　
後

　
名
駅
館
　
　
　
　
　
8
　
　
始

　
梶
い
会
　
　
　
　
　
～
　
開

　
字
だ
と
　
　
　
　
　
6
　
用

　
代
つ
さ
　
　
　
　
　
幅
　
供

　
松
ま
る
　
　
　
　
　
は
備
は

　
字
線
ふ
　
画
り
り
路
完
道

要
大
く
い
分
区
お
お
道
道
水

概
禰
億
醍
塊
お
砒
砒
納
林
俸

の
松
ほ
ま
徒
数
表
表
宅
上

地
一
二
一
　
画
一
二
一
一
二
一

　
地
通
　
　
　
区
積
格
路
水

譲
　
　
　
譲
面
価
排

分
在
　
鵯
譲
加

■
所
交
　
　
今
敷
分
道
給

㊨㊨ ⑯㊨ ⑭ ㊨

工

⑯㊨ ⑯⑯ ⑭ ⑯

㊨ ⑩ ⑯⑫ （D ㊨

㊥㊨ ⑰　（D ⑲ ㊨
つだい駅　　国道253号バイバス←ま

．●蜘役場．土木分所ロまつノ甥ほ蟹峯；F＝＿＝＝
公代中掌校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋海川　　　　　　　　　→
　　　　　　　　　●〒

　至　　　．・・’

超〆●　　　　　　　　　現地案内図

■申込み方法

①申込み印鑑持参の上、所定の申込書によって先着順に受け付

　けいたします。申込書は役場建設課にあります。

②受付時間は午前8時30分から午後5時までです。（土・日・

　祝祭日は除く）

③受付場所は建設課窓口です。

④建築条件を満たせない方は、申し込みできません。

■申し込み及び問い合わせ

松代町役場建設課智02559－7－2220（代表）

■分譲の条件

①土地引き渡しから3年以内に住宅を建築し、住民登録をして

　居住してください。

②原則として10年間は譲渡禁止です。ただし、配偶者または2

　親等までの血族を除きます。

◎1世帯1区画までとします。

臼建築制度等

①建築できる建物は、専用住宅または店舗併用住宅とします。

②敷地内で雪処理ができる住宅とします。

③宅地内に電柱、消化栓等設置されている区画もあります。

④その他詳細については、松代町役場建設課へ問い合わせくだ

　さい。

　8月1日の世田谷区民祭に松
苧太鼓が参加しました。

　当日早朝に小中学生を含む総

勢26名人で行ったものです。

「世田谷も暑いですね。その中、

子ども達もよくがんばりました」

と、指導に当たる小島務さんは

話していました。

，
璽

　8月22日、しぶみ荘において

松代地区の食推さんが子ども達

を集めて料理教室。

臨鞭iき1『灘
　　難
騒

大島村の

新しい味

（大島町）

　
3
‘
）
．
。
．
．

擁
戯
．
・

澆
藪
、
・
－

こ
ヘ
ハ璽
．
擦

　
　
　
』

　
　
　
1

角ヂ！b論易

禦
翠

…
　
今
月
は
、
大
島
村
か
ら
の
話
題

ロ
”
を
お
届
け
し
ま
す
。

い

…
○
ほ
く
ほ
く
豆
腐

ロ
”
　
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
大
平
方

り

…
面
に
歩
い
て
3
分
。
こ
じ
ん
ま
り

ロ

”
と
し
た
建
物
か
ら
、
お
い
し
そ
う

ロ
…
な
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

ロ

…
　
「
ほ
く
ほ
く
豆
腐
ふ
じ
や
」
が
そ

ロ

…
の
お
店
で
す
。
山
の
裏
か
ら
湧
い

に

”
て
出
る
冷
た
い
水
を
使
っ
て
、
毎

ロ

…
日
豆
腐
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
や

ロ

”
大
島
村
の
新
し
い
味
と
し
て
、
村

ロ
…
内
は
も
と
よ
り
村
外
で
も
そ
の
名

ロ

…
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
冷
や
っ
こ

ロ

…
で
も
良
し
、
み
そ
汁
に
入
れ
て
も

ロ

”
良
し
。
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い

ロ
…
る
豆
腐
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
、

ロ

…
そ
ん
な
ほ
く
ほ
く
豆
腐
を
ぜ
ひ
と

ロ

…
も
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

り
”
’
○
お
好
み
焼
き

ロ

ロ
　
　
　
う
え
そ
う

…
　
植
総
大
島
村
山
荘
、
こ
ん
な
名

灘

前
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

こ
の
名
前
に
ピ
ン
と
き
た
人
は
食
通

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
外
見
は
怖
そ
う

で
す
が
、
心
根
は
優
し
い
お
じ
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ
る
の
が

関
西
風
お
好
み
焼
き
。
イ
カ
・
タ
コ

な
ど
3
種
類
の
お
好
み
焼
き
は
、
ど

れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
値
段

も
お
手
ご
ろ
。
そ
れ
に
お
い
し
さ
も

加
わ
り
3
拍
子
そ
ろ
っ
た
お
好
み
焼

き
で
す
．

　
田
麦
の
高
台
に
あ
る
山
荘
、
楽
し

い
話
を
聞
き
な
が
ら
お
好
み
焼
き
を

ほ
お
張
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
ほ
く
ほ
く
豆
腐
ふ
じ
や

　
　
　
　
（
盈
4
1
3
1
7
9
）

　
植
総
大
島
村
山
荘

　
　
　
　
（
盈
4
1
3
7
5
8
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　■　　　　　　　　　一　　　　　　　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　■　　　　　　　o　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　－　　　　　一　　　　　■　　　　　o　　　　●　　　　■　　　　■　　　6　　　一　　　■　　■　　■　　一　一　一　■
■■■
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　　　　羨く
おつ・

　鐵続獺罐蜘

魏
騨
灘

　
　
聡
騒
馨
悟

　　　　あかね
山本　　茜、

　　4　歳
犬伏・とくぜん

　　　まさき
樋ロ　真生くん

　　4　歳
松代・くぜんど

　　　か　ほ
小山華歩、
　　4　歳
松代・なかご

　　　障審灘雇襯

　　　　促進封闘欝蝶

　労働省では、昭和23年にヘレ

ン・ケラー女史の日本訪問を記

念して毎年9月を障害者雇用促

進月間と定めています。上越ハ

ローワークでも、障害者の雇用

の促進と職業の安定を図るため

「障害者雇用促進キャンペーン」

を行っています。また、障害者

求人説明会を下記のとおり行い

ますので、多数の皆様の参加と

ご協力をお願いします。

障害者求人説明会

◇日時　平成11年9月22日㈲

　　　午後1時から4時
◇会場　ホテルハイマート

◇申込み　参加を希望する方は

　事前にハローワーク上越（上

　越公共職業安定所）に連絡く

　ださい。

　（岱0255－23－6121内線216・

　　圃0255－22－3148）

　　　　　　　　一

　　　　　　　　厚生大臣認可

　標準営業約款制度は法律で定

められた消費者（利用者）擁護

に資するための制度です。厚生

大臣許可の約款に従って営業す

ることを登録した「理容店」、「美

容店」や「クリーニング店」で

は、店頭にSマークを掲げてい

ます。登録店は信頼できるお店

です。詳しくは㈲新潟県環境衛

生営業指導センター（盈025－283－

0965）まで問い合わせください。

　　　僅賠嚢保険供搬の

　　　開　調ぞ翻

多発する交通事故

　交通事故による死傷者は昨年

100万人に達しました。史上最悪

となってしまいました。

　そして、自賠責保険も支払額

9000億円、110万件となっていま
す。

被害者の保護・救済

　次の仕組みを義務づけていま
す。

　①強制保険制度　バイクを含

　　めてすべての保有者に加入

　　が義務付けられています。

　②迅速な支払　運輸省が支払

　　基準を定め迅速な支払を監

　　督しています。

　③重大な過失のみ減額　事故

　　発生に関する被害者の過失

　　のうち重過失のみ減額の対

　　象としています。

無保険車に注意

　無保険車は罰則の対象になり

ます。とくに原付自転車やバイ

クのかけ忘れ等に注意してくだ

さい。

　　　　㎜圖総

　　験圓響留鎧駐鑓

　NHK学園では、「生涯学習通

信講座」、「福祉の通信講座」や

「高等学校の通信教育」等、各種

講座を通年で開設しています。

　案内書を希望する人は、下記

まで。（案内書は無料）

◇問い合わせ先

　〒186－8001国立市富士見台2－36

　　　　　NHK学園
　　　　　（奮042－572－2151）

　　盤越器楽函勤舞一鵡

　　　　爾媛灘募纂

◇開催日　11月23日（祝）

◇会場　上越文化会館

　　　　　　大ホール
◇受付締切　9月30臼休）

◇参加費　700円

◇申込方法　申込用紙は、上越

　文化会館ほかにあ髭）ます。申

　込は、同文化会館内「上越器

　楽コンクール係」（FAX可）

◇問い合わせ　上越文化会館

（盈0255－25－4103・圃25－4105）

　　鰯簿躍羅醐議疑

◇日時

◇会場

◇内容

◇定員

◇受講料

◇その他

◇申込先

　センター（盈0257－52－3107）

9月16日休）

午前10時30分～

東北電力十日町営業所

秋の和風料理

（吹き寄せごはん他）

18名

（はじめての方歓迎）

　500円

　エプロン持参

　十日町営業所お客様

◎リージョンプラザ上越

　（盈0255－44－2122）

　9月24日（金）（イ木食官）

◎上越科学館

　9月23・26日科学実験Q＆A
①11：30～　②13：30～

　③15：30記

　小中200円・大人400円

◎県立自然科学館

　（盈025－283－3331）

　10月9日（土）～11日（月）

　県内児童生徒の発明工夫模型

　展示会

　小中310円・大人510円
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．、襲鎌・

灘

　健康保険、厚生年金保険や国

民年金など社会保険に関する各

種相談が松代で受けることがで

きます。日程は下記のとおりで

すので気軽においでください。

◇日時　10月14日休）

　　　午前10時～午後3時
◇会場　松代町総合センター

　はじめて地方開催となる標記

サミットを国民参加型サミット

と位置づけています。そうした

観点から今回ロゴマークを一般

公募します。多数の応募をお待

ちしています。

◇応募資格　限定しない

◇応募方法

　作品　A4サイズの用紙
　作品内容　作品には、

「Kyushu－OkinawaSummit」か

「KYUSHU－OKINAWA
　　　　　　　SUMMIT」
の文字を配置し、開催年「2000」

を盛り込むこととします。

　作品応募票作成　　「別紙」と

してA4サイズで作成．内容は

次の6項目が確認できればよい。

　①作品に関するコメント

　②住所

　③氏名

　④年齢

　⑤職業（学校名）

15

　⑥連絡先電話番号

　その他　複数応募可、ただし

1作品に作品応募票「別紙」1

枚を必ず添付のこと。

◇締切　9月20日（当日消印有効）

．◇応募先　内閣官房内閣広報官

　室「九州・沖縄サミットロゴ

　マーク募集事務局」宛

　〒100－8914千代田区

　　　　　　　永田町1－6－1

　　　　　（盈03－3581－2022）

◇対象費用　入学時の費用や在

　学中の費用（授業料、下宿代、

　通学費等）

◇対象者　大学・短大・高校・

　高専・専修学校・各種学校お

　よび予備校に入学または在学

　する学生生徒の保護者

◇融資額　200万円以内

◇利率年2．3％（固定金利）

◇返済期間　10年以内（交通遺

　児または母子家庭は、11年以
　内）

◇保証人　㈲教育資金融資保証

　基金または保証人（1名以上）

　申込方法は、いずれもハガキ

に各申込名と必要事項（住所・

氏名・電話番号）を記入のうえ

下記住所まで申込む。

新潟県民文化際実行委員会事務

局〒950－8570新潟市新光町4－1県

文化振興課内（創25－281－8700・

圃025－283－2929）

①メインステージ／内容県内

の伝統芸能や祭事を紹介／日時

10月31日（日）14：00開演／会場新

潟県民会館／出演　三波春夫、

新井満他／申込名「メインステー

ジ入場希望」と必要事項および

希望枚数（2枚まで）を記入の

うえ投函。／締切　9月30日

②みんなで創る音楽会／内容

皆さんから寄せられた「想い出

の曲」を歌う／日時・会場　11

月19日㈹18：30開演　上越文化会

館／11月20日（土）14：30開演　長岡

市立劇場／出演　ボニージャッ

クス、岡崎裕美、大和田りつこ／

申込名「みんなで創る音楽会（会

場名）入場希望」と必要事項お

よび入場希望会場名、希望枚数

併記のうえ投函。／締切　10月

31日

③新潟の文化を考えるフォーラ

ム／内容　雪をテーマに文学・

音楽・美術を語り合います。／

日時　11月14日（日）14：00開演／会

場　新潟市民プラザ／出演　新

井満、若月忠信、高橋アキ／申
込名『「新潟の文化を考えるフォー

ラム入場希望」と必要事項と希

望枚数併記のうえ投函。／締切

10月31日

◇趣旨　レクリエーションイン

　ストラクター公認資格を取得

　できる楽しい講座です。近隣

　市町村から広く仲間を募集し

　ています。気軽においでくだ

　さい。

◇学習日及び期間　毎週第1・

　3・5週の火曜日午後7時30
　分～来年10月まで

◇主会場　十日町市勤労青少年

　ホーム（盈0257－57－8918）

◇対象　高校生～一般（高校生

　は保護者の同意が必要）

◇受講料　5，000円　教材費等実

　費は、その都度集める。1回

　のみの受講は500円

◇開講日　9月21日（火）／主会場

　2階午後7：30分／内容　新潟

　県レクリエーション協会事務

　局長佐藤ユリ子さん（新潟日

　報にも執筆）の基調講演ほか

◇申込締切　9月20（月）

◇申込み及び問い合わせ

　十日町公民館内　十日町市教

　育委員会社会教育課　十日町

　市学校町1

（盈0257－57－5011・圃57－5010）

巻灘…凝



盛
岡
か
ら

　
私
の
夢
は
、
獣
医
さ
ん
に
な
る
こ

と
で
す
。
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
今
、
岩
手
大
学
に
通
っ
て
い

ま
す
。

　
－
年
生
の
頃
は
一
般
教
養
ば
か
り

で
、
あ
ま
り
授
業
に
興
味
を
も
て
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
3
年
生
に
な
る
と

高
橋

授
業
も
専
門
的
な
こ
と
が
多
く
な
り
、

お
も
し
ろ
さ
も
、
増
し
て
き
ま
し
た
。

実
習
も
始
ま
り
、
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ

れ
る
一
方
、
や
り
が
い
も
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
、
多
く
の
動
物
を
犠
牲

に
し
て
い
ま
す
。
ひ
ど
い
、
か
わ
い

そ
う
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
や
っ
て
い
る
本
人
も
、

　
　
　
　
知
美
さ
ん

　
　
（
莇
平
・
ぬ
げ
）

辛
く
て
辛
く
て
た
ま
ら
な
い
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
獣
医
に
な
る
た
め
に

は
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
涙
が
出
て
き

て
し
ま
う
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
犠
牲
と
な
っ
て
く

れ
て
い
る
動
物
か
ら
一
つ
で
も
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
そ
の
動
物
た
ち
の

た
め
に
も
し
っ
か
り
と
夢
を
実
現
さ

せ
な
け
れ
ば
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
大
学
は
、
勉
強
の
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

で
き
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国

い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
や
っ
て
き
た
（
時

に
は
違
う
国
か
ら
や
っ
て
き
た
）
い

ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
つ
人
た
ち
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
夢
を

持
つ
人
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

聞
け
た
り
、
ま
っ
た
く
違
う
分
野
の

人
か
ら
客
観
的
な
意
見
が
聞
け
た
り
、

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
か
ら
受
け

る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

遊
び
、
旅
行
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
趣
味
な
ど
、
時
間

を
か
け
て
自
分
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
大
学
生
活
は
、
あ
と
3
年
半

あ
り
ま
す
（
獣
医
学
科
は
6
年
制
）
。

こ
の
間
に
、
学
べ
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
学
び
、
遊
べ
る
だ
け
遊
ん
で
、

そ
の
後
の
社
会
生
活
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
を
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

く
頃
に
は
、
私
は
試
験
期
間
で
す
。

　
ち
ゃ
ん
と
4
年
に
な
れ
る
よ
う
勉

強
し
な
き
ゃ
…
…
。

固團窃團回
（7月26日～8月25日）

元気な良い子に（出生）

　　　　び川合なつ美筏　克彦・美也さん

　　　　　　（松代・女の子）
　　　ま　お
高橋真緒筏悟・清美さん
（田澤・女の子・しもやしき）
　　　なみえホ寸山　　薯皮糸会筏

　　　良一・グラシアパズさん

（松代・女の子・まつやまや履物店）

ご冥福をお祈りします（死亡）

柳　　フミさん　　　　　84歳

　　（松代・さわだや理容所）

小堺　欣一さん　　　　　75歳

　　　　　　（儀明・やえん）

高橋典平治さん　　　　　　59歳

　　　　　　　（福島・えり）

小島　クラさん　　　　　71歳

　　　（犬伏・みふじや商店）

柳　　達太郎さん　　　　81歳

　　　　　（孟地・あぶらや）

すごい雨　8月20日午後4時～

5時にかけて1時間の雨量が32．5

㍉と、今までに例のない雨とな

1）ました。この雨で、本町通り

の流雪溝の水が流末であふれて

しまいました。

　写真は、ほくほく線側から撮っ

たもので、水が流れ込んでいる

穴は、実は、車がとおるトンネ

ルです。

　男　　2，182人　　（一3人）

　女2，243人（＋2人）
　計　　4，425人　　（一1人）

世帯数1，437世帯（＋1世帯）

　出生4人　　死亡5人
　転入5人　　転出5人
　　　（11年8月末日現在）

一人ロの動き

〈
図
書
館
だ
よ
り
〉
サ
ー
2
6
－
5

　
　
8
月
の
新
刊
か
ら

『
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
』

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
（
識
談
社
）

『
ぼ
く
が
す
き
で
マ
マ
が
き
ら
い
な
の

は
』
ブ
ラ
ミ
　
　
　
（
文
化
出
版
局
）

『
よ
り
道
は
ふ
し
ぎ
の
は
じ
ま
り
』

赤
羽
じ
ゅ
ん
こ
　
　
　
（
文
研
出
版
）

『
こ
う
ま
が
う
ま
れ
た
よ
』

長
崎
源
之
助
　
　
　
　
　
（
童
心
社
）

『
草
原
の
椅
子
　
上
・
下
』

宮
本
輝
　
　
　
　
　
（
毎
日
新
聞
社
）

『
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）
』

浅
田
次
郎
　
　
　
　
　
　
（
集
英
社
）

卿
編
集
後
記
曲

　
今
年
の
夏
は
、
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。

7
月
2
2
日
～
8
月
12
日
ま
で
雨
が
降
ら
ず
、

稲
や
畑
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
雨
で
な
ん
と
か
も
ち

直
し
た
よ
う
で
す
。

　
収
穫
の
秋
、
広
報
を
お
届
け
す
る
頃
が

一
番
忙
し
い
頃
か
と
思
い
ま
す
。

　
農
作
業
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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